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鉄系高温超伝導体は、その超伝導転移温度が高く、臨界磁場の異方性が小さいことから、超伝

導線材への応用が期待されており、実用化に向けた研究が精力的に行われている。中でも

Ba1-xKxFe2As2に代表される 122 系の物質群を用いた超伝導線材は、超伝導コアの高密度化技術に

より、その臨界電流特性が飛躍的に向上している[1,2]。 

我々のこれまでの研究では、Ba1-xKxFe2As2超伝導線材の臨界電流密度（Jc）の K 濃度依存性を

調べ、その特性が最適ドーピング量とされている x ~ 0.4よりもややアンダードーピング側の x ~ 

0.3-0.35で最適化されるという結果を得た[3]。 

アンダードーピング側での Jc 向上の原因を明らかに

するために、本研究では、Ba1-xKxFe2As2多結晶体粉末に

ついて磁化測定を行い、その磁化履歴の大きさ（M）

から臨界電流密度の K濃度依存性を調べた。SEM観察

では粉末の平均粒径に組成依存性は見られないので、

Mの大きさは Jcに対応していると考えられる。 

右図に示すように、多結晶体粉末においても線材の場

合と同様の傾向が見られることがわかる。線材の Jc が

アンダードーピング側で向上することは、鉄系超伝導体

に本質的な性質を反映していると考えられる。 

講演では、Ba1-xKxFe2As2 多結晶体粉末に対する結果に加え、Ba1-xKxFe2As2 単結晶を用いた測定

結果も併せて報告する。 
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